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議員20人が登壇 

市政を問う ！ 

一 般 質 問 一 般 質 問 　第３回定例会の一般質問は、９月20日、
21日、24日、及び25日の４日間行われまし
た。今回は20人の議員が登壇し、市政全般
にわたり市当局の見解をただしました。そ
の中から、いくつかの質問と答弁の要旨を
紹介します。
　なお、このコーナーは、登壇した議員が
自ら、市当局の答弁に基づき、記事の編集
を行っています。

一般質問

①黒須　光男
　１　亀山市長の疑惑の回送と帝王学への対処について

②千田　直人
１　第３セクターの運営について
２　市立病院再建計画について
３　「ガレキ処理」“補助金チョロまかし”事件につ

いて

③遠藤　宏昭
１　市民の求めるまちづくりを、正しく推進できて

いるか

④森山　行輝
　１　大川小学校について

⑤水澤冨士江
　１　住まいの再建とまちづくりについて
　２　災害廃棄物処理について

⑥長倉　利一
　１　野球場の現状と今後の課題について
　２　防災訓練について

⑦安倍　太郎
　１　政治姿勢と市政運営について
　２　震災復興計画について

⑧大森　秀一
　１　震災復興基本計画について
　２　命を守る防波堤について
　３　桃生の諸課題について

⑨山口荘一郎
　１　石巻市震災復興基本計画の進め方について

⑩後藤　兼位
　１　震災から復興へ向けての行財政運営について

⑪青山　久栄
　１　確かな復興に向けて
　２　北上地域の課題について

⑫千葉　眞良
１　市立病院の再建にむけて
２　可住・非可住地区の住宅支援について
３　湊地区の可住地区の整備について
４　堤防、国道・県道の可住地区の整備計画について
５　被災地住宅解体後の除草について

⑬櫻田　誠子
１　次代を担う子ども育成について
２　健康対策について
３　小、中、高、保育所等のアレルギー対策について

⑭西條　正昭
東日本大震災からの復旧復興について
１　被災地域農業復興総合支援事業について
２　仮設住宅等からの早期退去に向けた恒久的住宅

整備について
３　復興交付金事業について

⑮石森　市雄
　１　集団、高台移転について
　２　民間復興住宅について
　３　牡鹿地区の課題について

⑯�橋　誠志
　１　市長の政治姿勢について

⑰堀川　禎則
　１　震災復興基本計画について
　２　後世に伝える震災について

⑱阿部　正敏
１　ボランティア活動への市民要望の変化と今後の

要望について
２　牡鹿半島部の街づくり計画と跡地利用について
３　加工団地内（魚市場背後地）の中小企業等グルー

プ施設等復旧整備補助事業について
４　平成24年７月10日山下地区町内会長連絡協議

会から石巻市に対する要望事項について
５　希少建築物の保存について

⑲庄司　慈明
　１　多重防御・二重防御、解体工事
　　　　－安全・安心の街づくりの視点から－
　２　湊小・湊中の復旧復興工事
　　　　－子どもは宝の思いを込めて－
　３　石巻市立病院の再建・再生
　　　　－地域医療の担い手を、いま再び－

⑳阿部　純孝
１　石巻駅周辺地域土地利用構想及び交通改善方策
（案）について

２　市長の政治姿勢について

一 般 質 問 通 告 一 覧
（※議員名の前についている番号は質問順序です）
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黒
須　

光
男　
議
員

千
田　

直
人　
議
員

遠
藤　

宏
昭　
議
員

一般質問

問　

松
本
清
張
の
「
犯
罪
の
回
送
」
と
い
う
小
説
は
、
完
全

犯
罪
と
思
わ
れ
た
手
の
混
ん
だ
工
作
が
あ
だ
と
な
っ
た
も

の
だ
。
が
れ
き
処
理
の
不
適
切
会
計
疑
惑
は
、
資
料
の
提

出
を
拒
み
、
さ
ら
に
証
言
前
の
宣
誓
拒
絶
、
議
会
及
び
議

員
を
民
事
で
訴
え
る
な
ど
、
矛
先
を
変
え
煙
に
巻
く
手
段

を
取
っ
た
。

　
　

「
作
業
日
報
や
不
備
な
完
成
写
真
は
市
当
局
の
業
者
に

対
す
る
特
別
な
配
慮
が
あ
っ
た
と
疑
念
を
抱
く
」「
当
局
は
、

調
査
機
関
を
設
置
す
る
な
ど
真
相
を
追
及
す
る
姿
勢
が
必

要
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
百
条
委
員
会
の
結
論

と
告
発
に
対
し
て
、
当
局
の
所
見
を
伺
い
た
い
。

答　

検
証
委
員
会
に
つ
い
て
、
早
急
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

問　

「
権
力
を
握
れ
ば
三
年
で
バ
カ
に
な
る
」
が
、
市
長
は
二

年
に
し
て
、「 
右  
顧  
左  
眄 
し
な
い
政
治
」
を
標
榜
さ
れ
ま
し

う 

こ 

さ 

べ
ん

た
。
ま
た
議
会
は
、
野
党
が
多
数
と
な
り
、
四
苦
八
苦
し
、

直
言
苦
言
を
言
え
る
人
物
を
傍
ら
に
置
か
ず
、
リ
ー
ダ
ー

の
器
量
に
欠
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

答　

議
会
と
の
間
に
、
意
思
疎
通
が
欠
け
て
い
る
の
で
あ
れ

ば
し
っ
か
り
と
反
省
し
、
今
後
も
協
調
し
な
が
ら
進
め
て

い
き
た
い
。

問　

再
開
予
定
の
石
ノ
森
萬
画
館
の
周
辺
整
備
の
進
ち
ょ
く

状
況
は
。

答　
　

箇
所
の
萬
画
館
契
約
駐
車
場
の
う
ち
、　

箇
所
、
１

２５

１２

０
０
０
台
が
利
用
可
能
で
あ
る
。

　
　

ま
た
、
現
在
も
通
行
で
き
な
い
内
海
橋
の
歩
道
は
、
今

年
度
内
に
完
成
予
定
で
あ
る
。

問　

石
巻
駅
周
辺
道
路
整
備
に
つ
い
て
。

答　

交
差
点
需
要
率
や
車
線
混
雑
度
等
の
検
証
に
よ
り
、
右

折
車
線
の
明
確
化
や
信
号
時
間
の
調
整
等
、
交
通
規
制
に

よ
る
交
通
渋
滞
緩
和
策
を
ま
と
め
た
。

問　

小
中
学
校
の
通
学
路
の
危
険
個
所
の
把
握
と
安
全
対
策

は
。

答　

横
断
歩
道
、
道
路
標
識
、
街
灯
の
設
置
、
減
速
マ
ー
ク

の
路
面
標
示
等
を
講
じ
る
。
蛇
田
中
学
校
区
で
は
、
新
市

街
地
造
成
工
事
に
伴
う
、
大
型
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
の
交
通

量
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
安
全
教
育
の
充
実
を
図

る
。

　
　

ま
た
、
通
学
路
を
横
切
る
市
道
向
陽
町
二
・
新
山
崎
線

（
向
陽
町
と
道
下
の
間
の
堀
沿
い
の
一
方
通
行
路
）
は
、

道
路
の
地
下
埋
設
物
も
被
災
し
て
お
り
、
水
道
企
業
団
と

協
議
を
行
い
、
平
成　

年
度
の
工
事
完
了
を
目
指
す
。

２５

・
市
民
の
求
め
る
ま
ち
づ
く
り
を
、

正
し
く
推
進
で
き
て
い
る
の
か

※ 
右  
顧  
左  
眄 
と
は
・
・
・

う 

こ 

さ 

べ
ん

　

ま
わ
り
の
情
勢
や
思
惑
・
意
見
を
気
に
し
て
、

な
か
な
か
決
断
で
き
な
い
で
い
る
こ
と
。

問　

�
か
ほ
く
上
品
の
郷
・　

石
巻
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興

（財）

公
社
等
運
営
状
況
を
伺
う
。

答　

上
品
の
郷
は
、
昨
年
度
利
用
者
数
１
２
２
万
人
、
経
常

利
益
８
、
９
０
０
万
円
の
好
業
績
、
利
用
満
足
度
を
高
め

る
。
文
化
ス
ポ
ー
ツ
公
社
は
、
生
涯
学
習
施
設
の
指
定
管

理
者
や
経
営
等
安
定
化
を
検
討
し
て
い
る
。
基
本
財
産
に

手
を
付
け
な
い
よ
う
な
方
策
を
今
後
検
討
す
る
。

問　

石
巻
駅
前
決
定
だ
が
津
波
冠
水
や
道
路
が
渋
滞
し
不
適

地
、
用
地
選
定
過
程
も
不
透
明
、
再
検
討
を
求
め
る
。

答　

一
階
は
駐
車
場
と
し
、
交
差
点
は
問
題
な
い
と
評
価
を

得
た
。
緊
急
車
専
用
の
跨
線
橋
を
設
置
す
る
。
早
期
着
工

に
向
け
優
位
性
を
考
慮
し
、
駅
前
を
選
定
し
た
。

問　

百
条
委
員
会
調
査
と
告
発
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

市
は
関
係
資
料
提
出
や
証
人
喚
問
要
請
に
対
し
誠
実
に

対
応
し
て
き
た
。
今
後
は
、
司
法
当
局
の
動
向
を
注
視
し

警
察
の
捜
査
に
全
面
的
に
協
力
す
る
。

・
第
三
セ
ク
タ
ー
の
運
営
に
つ
い
て

・
市
立
病
院
再
建
計
画
に
つ
い
て

・「
ガ
レ
キ
処
理
」�
補
助
金
チ
ョ
ロ
ま
か
し
�

事
件
に
つ
い
て
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問　

こ
れ
ま
で
行
わ
れ
た
遺
族
会
と
の
話
し
合
い
に
つ
い
て
、

理
解
が
得
ら
れ
た
の
か
。

答　

七
月
の
話
し
合
い
で
説
明
が
曖
昧
で
あ
っ
た
こ
と
、
八

月
二
十
一
日
に
実
施
し
た
現
場
確
認
作
業
の
概
要
に
つ
い

て
報
告
し
て
い
る
し
、
第
三
者
機
関
に
よ
る
検
証
に
つ
い

て
も
、
御
遺
族
の
皆
様
に
理
解
を
求
め
て
い
る
。
残
念
な

が
ら
、
十
分
な
共
通
認
識
が
で
き
て
い
な
い
。
こ
れ
ま
で

の
対
応
に
お
い
て
、
御
遺
族
が
不
信
感
を
抱
い
て
い
る
こ

と
も
否
め
な
い
。

問　

遺
族
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
の
は
、
市
教
委
が
公
文
書

と
し
て
保
存
し
て
い
る
中
で
、
例
え
ば
、
教
員
の
発
言
に

信
憑
性
が
な
い
こ
と
や
メ
モ
が
破
棄
さ
れ
て
い
て
、
子
ど

も
の
証
言
が
全
く
残
っ
て
い
な
い
等
、
多
岐
に
渡
っ
て
い

る
。
メ
ー
ル
の
や
り
取
り
を
確
認
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
校

長
の
携
帯
か
ら
読
み
取
れ
る
し
、
早
急
に
相
互
理
解
に
向

け
て
努
力
し
、
第
三
者
に
よ
る
検
証
を
し
っ
か
り
と
行
い
、

当
市
の
学
校
防
災
に
つ
い
て
ま
と
め
る
べ
き
で
あ
る
と
思

う
が
。

答　

遺
族
と
の
相
互
理
解
に
向
け
、
努
力
す
る
。

森
山　

行
輝　
議
員

長
倉　

利
一　
議
員

・
大
川
小
学
校
に
つ
い
て

水
澤
冨
士
江　
議
員

一般質問

問　

「
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
」
を
念
頭
に
、
全
市
民
が

「
と
に
か
く
に
げ
っ
ぺ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
実
施
さ
れ
た

防
災
訓
練
の
総
括
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

避
難
に
特
化
し
た
訓
練
を
、
市
内
全
域
を
対
象
に
実
施

し
た
。
訓
練
は
、　

％
の
参
加
率
で
あ
っ
た
。

１９

問　

河
南
・
桃
生
消
防
団
に
よ
る
水
防
訓
練
が
、
桃
生
植
立

山
公
園
で
実
施
さ
れ
た
が
、
石
巻
消
防
団
全
体
で
取
り
組

む
べ
き
と
思
う
が
。

答　

東
松
島
市
消
防
団
を
含
め
た
２
地
区
団
の
輪
番
制
で
開

催
し
て
い
る
。
訓
練
は
災
害
時
に
大
変
有
効
で
あ
る
の
で
、

輪
番
制
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
調
整
す
る
。

問　

市
民
球
場
や
河
南
球
場
に
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
キ
ー
パ
ー
や

ス
タ
ッ
フ
を
常
駐
さ
せ
て
、
維
持
管
理
を
強
化
す
べ
き
と

思
う
が
。

答　

開
設
当
初
か
ら
、
グ
ラ
ン
ド
キ
ー
パ
ー
を
含
む
常
駐
職

員
等
を
配
置
せ
ず
、
利
用
者
の
協
力
に
よ
り
運
営
し
て
い

る
。
利
用
者
に
よ
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
の
徹
底
及
び
関
係

団
体
と
の
連
携
を
密
に
協
力
体
制
の
充
実
を
図
り
、
支
障

の
な
い
よ
う
努
め
る
。

問　

一
日
も
早
く
入
居
で
き
る
よ
う
加
速
を
。

答　

買
い
取
り
型
の
公
募
等
、
多
様
な
整
備
手
法
を
取
り
入

れ
て
い
く
。

問　

進
ち
ょ
く
状
況
は
。
Ｕ
Ｒ
都
市
再
生
機
構
の
活
用
を
。

答　

土
地
取
得
は　

％
、
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
な
の
で
Ｕ
Ｒ
に

５０

建
設
を
要
請
す
る
。

問　

阪
神
淡
路
大
震
災
の
教
訓 
― 
七
百
人
を
超
え
る
孤
独

死
、
高
齢
者
の
入
居
の
偏
り
に
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維

持
が
で
き
な
い 
― 
を
生
か
し
入
居
の
ル
ー
ル
等
検
討
会

を
立
ち
上
げ
、
見
通
し
を
立
て
る
べ
き
。

答　

（
仮
称
）入
居
等
運
営
検
討
会
議
を
年
内
に
立
ち
上
げ
る
。

問　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
で
、
石
巻
市
の
処
理
単
価
が
東
松

島
市
の
７
倍
と
報
道
さ
れ
た
が
、
本
当
か
。

答　

環
境
省
の
調
査
結
果
は
、「
７
倍
も
の
開
き
が
で
る
と

は
考
え
ら
れ
な
い
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。

・
復
興
住
宅
建
設
の
促
進
に
つ
い
て

・
防
災
訓
練
に
つ
い
て

・
災
害
廃
棄
物
の
処
理
単
価
に
つ
い
て

・
野
球
場
の
現
状
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
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問　

先
進
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
や
管
理
の
仕
組
み
を
構
築
し
、

大
幅
な
二
酸
化
炭
素
排
出
量
が
削
減
で
き
る
ス
マ
ー
ト
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構
築
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

答　

経
済
産
業
省
の
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
策
定
事
業
に
よ
る
補
助
金
を
受
け
、
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
を
策
定
中
で
あ
る
。
９
月
末
に
成
果
報
告
書
を
提
出

予
定
で
、　

月
に
認
定
が
受
け
ら
れ
れ
ば
本
市
、
企
業
と

１１

連
携
し
、
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問　

昨
年
よ
り
施
設
の
老
朽
化
や
地
盤
沈
下
に
よ
り
使
用
出

来
な
く
な
っ
て
い
る
が
、
早
急
な
対
応
を
。

答　

地
質
調
査
終
了
後
、
実
施
設
計
業
務
を
行
い
、
来
年
度

に
改
築
工
事
を
行
う
。
施
設
の
早
期
復
旧
に
取
り
組
む
。

問　

山
田
渡
船
が
運
航
休
止
の
状
態
で
あ
る
が
、
現
状
と
対

応
は
。

答　

船
頭
の
急
逝
に
よ
り
運
休
中
で
あ
る
。
山
田
船
場
維
持

組
合
役
員
と
協
議
中
で
あ
り
、
山
田
地
区
の
方
々
と
懇
談

を
予
定
し
て
お
り
、
協
議
の
う
え
対
応
し
た
い
。

安
倍　

太
郎　
議
員

大
森　

秀
一　
議
員

山
口
荘
一
郎　
議
員

一般質問

問　

買
い
取
り
型
公
募
住
宅
制
度
に
つ
い
て
、
県
か
ら
マ

ニ
ュ
ア
ル
は
示
さ
れ
た
の
か
。

答　

県
で
作
成
さ
れ
た
ス
キ
ー
ム
に
基
づ
き
、
市
と
し
て
の

要
綱
等
の
編
成
作
業
を
行
っ
て
い
る
。

問　

市
独
自
の
買
い
取
り
基
準
は
、
土
地
の
買
い
取
り
を
含

め
な
い
で
、
借
地
す
る
考
え
か
。

答　

土
地
建
物
を
一
括
し
て
買
い
取
る
方
式
を
想
定
し
、
再

開
発
地
は
、
保
留
地
を
買
い
取
る
方
式
と
す
る
。

問　

買
い
取
り
公
募
範
囲
は
。

答　

都
市
計
画
区
域
内
の
市
街
地
を
想
定
し
て
い
る
。

問　

他
自
治
体
で
は
、
手
続
き
の
短
縮
化
、
事
業
を
迅
速
に

進
め
る
た
め
、
一
括
発
注
方
式
を
採
用
し
て
い
る
が
、
本

市
の
発
注
手
法
は
。

答　

新
蛇
田
・
新
渡
波
地
区
は
従
来
の
発
注
方
式
で
複
数
年

契
約
な
ど
の
対
策
を
行
い
、
工
期
の
短
縮
化
を
図
る
。

問　

総
務
部
と
企
画
部
を
統
合
し
、
所
掌
事
務
を
見
直
し
、

復
興
業
務
に
マ
ン
パ
ワ
ー
を
集
中
す
べ
き
で
は
。

答　

事
務
事
業
、
組
織
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
検
討
す
る
。

問　

復
興
基
本
計
画
内
の
事
業
が
復
興
基
本
計
画
実
施
計
画

か
ら
漏
れ
て
い
る
。
基
本
計
画
と
実
施
計
画
の
関
連
性
を

示
し
、
修
正
を
図
る
べ
き
。

答　

実
施
計
画
策
定
段
階
で
は
、
一
定
の
計
画
熟
度
に
至
ら

な
か
っ
た
事
業
が
あ
る
。
毎
年
実
施
す
る
見
直
し
に
併
せ

て
事
業
を
追
加
し
、
基
本
計
画
か
ら
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
せ
ぬ

よ
う
チ
ェ
ッ
ク
を
進
め
て
い
く
。

問　

可
住
地
域
で
の
住
宅
再
建
支
援
や
復
興
交
付
金
事
業
計

画
に
対
す
る
国
の
矛
盾
し
た
理
論
に
対
し
て
、
被
災
地
の

声
を
議
会
と
共
に
上
げ
て
い
く
べ
き
。

答　

住
宅
再
建
支
援
に
つ
い
て
は
、
よ
う
や
く
事
務
レ
ベ
ル

で
の
聞
き
取
り
が
行
わ
れ
た
。
５
市
町
連
携
会
議
で
連
携

を
取
っ
て
進
め
る
と
も
に
、
議
会
と
も
一
体
と
な
っ
て
進

め
て
い
き
た
い
。

問　

移
転
に
向
け
た
市
長
の
決
意
は
。

答　

市
立
病
院
は
地
域
医
療
、
地
域
包
括
ケ
ア
の
拠
点
で
あ

り
、
早
期
再
建
が
必
要
。
開
院
ま
で
ス
テ
ッ
プ
１
の
渋
滞

対
策
は
絶
対
に
や
り
遂
げ
た
い
。

・
震
災
復
興
計
画
に
つ
い
て

・
政
治
姿
勢
と
市
政
運
営
に
つ
い
て

・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
活
用
に
つ
い
て

・
復
興
基
本
計
画
の
進
行
管
理
に
つ
い
て

・
桃
生
小
学
校
の
プ
ー
ル
の
改
築
に
つ
い
て

・
山
田
渡
船
の
現
状
と
対
応
に
つ
い
て

・
復
興
へ
の
財
政
課
題
に
つ
い
て

・
市
立
病
院
移
転
に
つ
い
て
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問　

震
災
か
ら
復
興
へ
向
け
て
の
行
財
政
運
営
に
つ
い
て

答　

将
来
を
見
据
え
た
財
政
収
支
見
通
し
を
毎
年
度
策
定
し
、

行
財
政
改
革
推
進
プ
ラ
ン
の
見
通
し
を
行
い
、
適
正
か
つ

健
全
な
行
財
政
運
営
に
努
め
る
。

問　

災
害
公
営
住
宅
の
早
期
完
成
を
目
指
せ
。

答　

全
体
整
備
戸
数
は
当
面
四
千
戸
と
想
定
、
用
地
が
確
定

し
、
設
計
段
階
が
三
八
九
戸
、
全
体
の
約　

％
で
あ
る
。

１０

問　

防
災
集
団
移
転
事
業
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
、
合
意

形
成
を
図
り
早
期
の
住
宅
供
給
着
手
を
目
指
せ
。

答　

新
蛇
田
地
区
に
つ
い
て
、
土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ
り

全
体
約　

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
う
ち　

ヘ
ク
タ
ー
ル
が
事
業
認

８８

４７

可
を
得
て
造
成
工
事
に
向
け
て
準
備
。
残
り　

ヘ
ク
タ
ー

４１

ル
の
う
ち　

ヘ
ク
タ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
現
在
交
渉
中
で

２４

　

月
に
判
断
す
る
。

１０
問　

早
急
な
市
立
病
院
の
再
建
に
向
け
、
医
師
・
看
護
師
等

の
確
保
を
い
か
に
果
た
す
の
か
、
伺
う
。

答　

人
を
確
保
す
る
に
は
、
病
院
を
い
つ
始
め
る
の
か
明
言

出
来
な
い
と
話
の
持
っ
て
行
き
よ
う
が
な
い
。
中
々
工
事

が
で
き
な
い
で
い
る
と
、
時
間
が
長
く
な
れ
ば
石
巻
市
は

困
窮
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
集
め
に
く
く
な
る
こ

と
か
ら
、
市
立
病
院
の
早
期
着
工
を
望
み
た
い
。

青
山　

久
栄　
議
員

千
葉　

眞
良　
議
員

後
藤　

兼
位　
議
員

問　

風
力
発
電
設
備
を
、
工
業
港
周
辺
や
漁
港
内
に
設
置
し
、

避
難
タ
ワ
ー
と
し
て
の
活
用
や
養
殖
施
設
の
管
理
、
環
境

浄
化
、
あ
る
い
は
海
岸
牧
場
と
し
て
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

創
出
、
防
災
、
観
光
、
産
業
へ
の
利
活
用
を
図
ら
れ
た
い
。

ま
た
風
車
は
、
量
産
組
立
な
の
で
地
域
産
業
の
育
成
、
雇

用
の
創
出
に
繋
が
る
。
導
入
で
き
な
い
か
。

答　

興
味
深
い
提
案
な
の
で
勉
強
さ
せ
て
も
ら
う
。

問　

北
上
総
合
支
所
や
雄
勝
病
院
で
は
、
迫
り
く
る
危
険
の

中
で
、
住
民
の
避
難
誘
導
等
に
あ
た
り
な
が
ら
不
幸
に
も

亡
く
な
ら
れ
た
職
員
が
い
る
。
四
十
余
名
の
特
殊
公
務
災

害
認
定
に
向
け
、
市
と
し
て
行
動
す
べ
き
で
あ
る
。

答　

命
を
賭
し
て
職
務
を
全
う
し
た
事
実
を
認
め
て
頂
け
る

よ
う
、
で
き
得
る
限
り
の
支
援
を
行
う
。

問　

大
震
災
の
影
響
に
よ
り
各
地
区
で
陥
没
が
み
ら
れ
、
冠

水
が
常
態
化
し
て
い
る
。
抜
本
的
な
内
水
排
除
対
策
を
。

答　

吉
浜
、
宮
田
沢
、
曽
呂
美
、
喰
迫
、
善
助
沢
川
は
堤
防

嵩
上
げ
、
松
崎
地
区
は
排
水
ポ
ン
プ
を
改
修
す
る
。

一般質問

・
確
か
な
復
興
に
向
け
て

・
特
殊
公
務
災
害
認
定
の
対
応
に
つ
い
て

・
北
上
地
域
の
諸
問
題
に
つ
い
て

湊
地
区
の
可
住
地
域
の
整
備
に
つ
い
て

問

　

湊
地
区
の
可
住
地
域
と
な
っ
た
土
地
へ
の
取
り
組
み
状
況
、

そ
し
て
整
備
事
業
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

　

取
り
組
み
状
況
と
し
て
は
、
復
興
ま
ち
づ
く
り
に
あ
た
っ

て
は
、
地
主
の
方
々
の
生
活
再
建
を
短
期
間
で
回
復
さ
せ
る

と
共
に
、
将
来
に
向
け
て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を

基
本
と
し
て
、
職
員
不
足
を
補
う
た
め
、
専
門
的
な
知
識
や

技
術
を
持
っ
た
民
間
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
派
遣
し
て
、
地
区

町
内
会
単
位
で
の
、
土
地
区
画
整
理
事
業
の
勉
強
会
な
ど
を

行
い
な
が
ら
、
事
業
化
に
向
け
て
、
地
域
住
民
の
合
意
形
成

を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
う
し
た
時
、「
大
門
町

三
、
四
丁
目
町
内
会
」
で
は
、
土
地
区
画
整
理
事
業
の
実
施

に
向
け
て
、
大
き
く
前
進
し
て
お
り
、
他
の
地
区
に
お
い
て

も
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
組
織
さ
れ
る
な
ど
、
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
た
活
動
が
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

整
備
事
業
の
進
め
方
に
つ
い
て
は
、
市
が
事
業
主
体
と

な
っ
て
行
う
こ
と
と
な
る
が
、
今
後
は
、
地
元
の
意
見
集
約

を
図
り
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
住
民
の

意
向
を
反
映
さ
せ
た
具
体
の
計
画
案
を
作
成
し
、
ま
と
ま
っ

た
地
区
か
ら
順
に
２
月
予
定
の
都
市
計
画
決
定
、
事
業
認
可

取
得
し
、
平
成　

年
度
に
は
着
手
し
た
い
。

２５

ま
と
ま
っ
た
地
区
か
ら
順
次
着
手

答



13

櫻
田　

誠
子　
議
員

西
條　

正
昭　
議
員

石
森　

市
雄　
議
員

問　

認
可
さ
れ
た
「
北
上
食
料
供
給
体
制
強
化
特
区
」
の
カ

ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
整
備
は
、
事
業
費　

億
円
で
国

１４

の
補
助
率
１
０
０
％
で
建
設
さ
れ
る
が
、
一
番
心
配
さ
れ

る
の
が
来
年
の
収
穫
期
ま
で
間
に
合
う
の
か
。
ま
た
、
使

い
や
す
い
機
種
な
の
か
伺
う
。

答　

北
上
、
河
北
地
区
の
農
業
者
を
対
象
に
共
同
で
利
用
で

き
る
施
設
を
本
市
で
整
備
す
る
も
の
で
あ
り
、
非
常
に
厳

し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ
る
が
、
来
年
秋
に
は
、
稼
働
で

き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

問　

新
蛇
田
市
街
地
を
は
じ
め
、
半
島
部
の
高
台
移
転
は
ど

う
進
ん
で
い
る
の
か
。
ま
た
、
仮
設
住
宅
等
の
入
居
で
き

る
期
間
を
考
え
る
と
、
災
害
公
営
住
宅
の
整
備
を
急
ぐ
べ

き
と
思
う
が
。

答　

半
島
部
の
移
転
先
団
地
は　

地
区
を
計
画
し
て
お
り
、

４８

そ
の
う
ち　

地
区
が
大
臣
同
意
を
得
て
い
る
。　

月
に
も

２４

１１

同
意
を
得
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
全
体
の
約
９
割
が
大
臣

同
意
を
得
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
市
街
地
に
お

け
る
災
害
公
営
住
宅
の
建
設
は
防
災
集
団
大
街
道
西
二
丁

目
等
、
３
地
区
で
設
計
に
着
手
。
半
島
部
で
の
建
設
は
防

災
集
団
移
転
事
業
と
併
せ
て
進
め
て
参
り
ま
す
。

問　

高
台
、
集
団
移
転
の
進
ち
ょ
く
状
況
は
。

答　
　

月
ま
で
全
地
区
、
国
の
同
意
を
得
て
、
平
成　

年
か

１１

２５

ら　

年
度
の
造
成
完
了
を
目
指
す
。

２６

問　

被
災
土
地
の
買
取
り
価
格
を
早
く
示
す
べ
き
。

答　

１
４
０
箇
所
を
鑑
定
し
、
今
年
中
に
示
せ
る
。

問　

自
主
再
建
す
る
方
に
も
支
援
策
が
あ
る
べ
き
だ
。

答　

県
、
他
市
町
村
と
国
へ
要
望
し
て
い
る
。
財
源
を
確
保

次
第
、
遡
及
可
能
な
も
の
か
ら
対
応
し
て
い
く
。

　
問　

被
災
し
た
南
浜
門
脇
地
区
に
、
沖
縄
の
美
ら
海
水
族
館

の
よ
う
な
大
規
模
施
設
を
造
る
考
え
は
。
雇
用
、
観
光
の

面
か
ら
石
巻
復
興
の
起
爆
剤
に
な
る
の
で
は

答　

お
も
し
ろ
い
提
案
で
あ
る
。
検
討
に
値
す
る
。

　
問　

県
道
石
巻
鮎
川
線
の
復
旧
が
遅
れ
て
い
る
か
。

答　

県
へ
強
く
要
望
し
て
い
く
。
風
越
２
工
区
は
、
用
地
買

収
に
手
間
取
り
、
完
工
が
平
成　

年
度
ま
で
延
び
る
。

３０

　
問　

本
市
の
計
画
堤
防
は
Ｔ
Ｐ　

ｍ
か
ら　

・
７
ｍ
で
あ
り
、

2.6

３９

あ
ま
り
に
も
高
く
、
漁
業
の
生
業
に
支
障
を
き
た
す
と
い

う
声
が
多
い
。
再
考
す
べ
き
。

答　

住
民
や
県
と
話
し
合
い
検
討
し
て
い
き
た
い
。

一般質問

・
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
の
育
成
に
つ
い
て

問　

小
中
学
生
の
七
割
が
、
復
興
活
動
に
関
わ
り
た
い
と
考

え
て
い
る
。
積
極
的
に
子
ど
も
達
の
意
見
を
聞
き
取
り
し

な
が
ら
形
と
し
て
残
せ
な
い
か
。

　
　

ま
た
、
女
性
の
視
点
か
ら
の
意
見
も
反
映
さ
せ
よ
。

答　

具
体
的
な
復
興
事
業
の
進
ち
ょ
く
に
合
わ
せ
、
子
ど
も

達
の
意
見
が
出
や
す
い
公
園
整
備
な
ど
に
反
映
さ
せ
た
い
。

実
際
に
復
興
事
業
に
携
わ
れ
る
よ
う
努
め
る
。

　
　

更
に
、
女
性
の
視
点
も
生
か
せ
る
よ
う
、
審
議
会
等
へ

の
女
性
登
用
に
基
準
を
設
け
、
改
選
時
に
登
用
し
た
い
。

問　

各
が
ん
検
診
や
特
定
健
診
の
受
診
率
ア
ッ
プ
を
ど
う
図

る
か
。
お
た
ふ
く
風
邪
、
水
痘
の
予
防
接
種
に
市
と
し
て

助
成
事
業
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

受
診
向
上
の
た
め
、
土
・
日
、
夜
間
の
実
施
を
拡
充
。
乳

が
ん
の
視
触
診
モ
デ
ル
の
導
入
や
、
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
更
な
る
周
知
を
図
る
。

問　

本
市
で
は
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
子
ど
も
が
２
８
４
名
い

る
。
正
し
い
知
識
と
理
解
が
な
け
れ
ば
命
に
関
わ
る
。
研

修
と
共
通
理
解
の
必
要
性
は
大
き
い
と
考
え
る
が
。

答　

今
後
、
統
一
し
た
指
導
表
を
作
成
し
、
連
携
を
密
に
す

る
。

・
健
康
対
策
に
つ
い
て

・
被
災
地
域
農
業
復
興
総
合
支
援
事
業
に
つ

い
て

・
仮
設
住
宅
等
か
ら
の
早
期
退
去
に
向
け
た

恒
久
住
宅
整
備
に
つ
い
て
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問　

被
災
跡
地
の
除
草
に
つ
い
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

除
草
作
業
は
可
能
か
。

答　

関
係
機
関
と
協
議
の
う
え
、
可
能
か
ど
う
か
検
討
す
る
。

問　

牡
鹿
総
合
支
所
大
原
出
張
所
の
再
開
に
つ
い
て

答　

人
口
減
少
な
ど
勘
案
し
な
が
ら
考
慮
す
べ
き
面
は
あ
る

が
、
住
民
要
望
が
強
け
れ
ば
、
存
続
も
あ
り
得
る
。

問　

加
工
団
地
内
の
中
小
企
業
グ
ル
ー
プ
施
設
復
旧
整
備
補

助
事
業
に
つ
い
て

答　

す
で
に　

社
が
申
請
し
て　

社
が
６
月
現
在
再
開
し
て

８４

４７

い
る
。

問　

第
６
次
申
請
の
見
通
し
に
つ
い
て

答　

第
６
次
の
公
募
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
す
で
に
事
業
者
説
明

会
が
実
施
さ
れ
補
助
申
請
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
。

問　

避
難
訓
練
の
あ
り
方
に
つ
い
て

答　

津
波
予
想
地
域
や
内
陸
部
な
ど
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ

た
訓
練
を
検
討
す
る
。

問　

避
難
場
所
で
あ
る
学
校
と
の
協
議
に
つ
い
て

答　

避
難
所
と
し
て
で
は
な
く
、
緊
急
一
時
避
難
所
と
し
て

指
定
し
地
域
防
災
計
画
を
見
直
し
た
後
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
策
定
す
る
。

問　

釜
幹
線
用
水
路
埋
め
立
て
整
備
計
画
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て

答　

本
年
度
か
ら
進
め
て
い
る
基
本
設
計
が
で
き
て
か
ら
と
な
る
。

問　

陶
芸
丸
寿
か
ん
け
い
丸
に
つ
い
て
保
存
す
べ
き
で
は
な

い
か

答　

建
築
物
の
調
査
を
実
施
し
、
重
要
文
化
財
指
定
に
つ
い
て

も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
保
存
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問　

マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
の
進
捗
状
況
と
市
民
に
対
す
る
報
告

は
ど
う
す
る
の
か
。
ま
た
、
次
年
度
以
降
、
ど
の
よ
う
な

形
で
市
政
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

答　

「
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
に
関
す
る
取
り
組
み
事
業
行
程
表
」

に
お
い
て
、
そ
の
進
捗
を
管
理
し
て
い
る
。
四
十
七
事
業

の
う
ち
三
十
九
事
業
に
つ
い
て
達
成
し
て
い
る
。
ま
た
、

市
民
評
価
は
行
わ
ず
最
終
年
度
ま
で
の
取
り
組
み
内
容
を

調
査
し
、
市
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
公
表
す
る
。
次

年
度
以
降
に
つ
い
て
は
、「
総
合
計
画
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」
と
震
災
復
興
基
本
計
画
事
業
と
し

て
市
政
に
反
映
さ
せ
て
い
く
。
な
お
、
今
後
の
課
題
と
し

て
、
御
指
摘
の
あ
っ
た
四
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、
気

を
引
き
締
め
て
最
善
の
努
力
を
す
る
よ
う
努
め
て
参
り
た

い
。

問　

震
災
関
連
事
業
の
進
捗
状
況
と
、
復
興
が
遅
々
と
し
て

進
ま
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
取
り
組
み
状
況
の
周
知
手
段
に
つ
い

て
地
元
紙
等
の
マ
ス
コ
ミ
を
活
用
し
て
は
い
か
が
か
。

答　

事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
、
議
会
や
市
民
へ
の
情

報
提
供
を
行
う
。
ま
た
、
市
民
の
皆
様
の
貴
重
な
財
産
に

関
わ
る
事
業
に
つ
い
て
は
、
住
民
の
合
意
形
成
が
最
も
重

要
で
あ
り
慎
重
に
対
応
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
取
り
組
み
状

況
の
周
知
に
つ
い
て
は
議
員
御
指
摘
の
手
法
も
今
後
検
討

し
て
参
り
た
い
。

堀
川　

禎
則　
議
員

阿
部　

正
敏　
議
員

�
橋　

誠
志　
議
員

問　

避
難
ビ
ル
等
の
活
用
の
考
え
方
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

津
波
か
ら
命
を
守
る
こ
と
が
絶
対
条
件
で
あ
る
。
し
か

し
沿
岸
部
で
は
高
台
等
へ
の
避
難
に
、
相
当
の
時
間
を
要

す
る
地
域
も
あ
る
。
避
難
が
遅
れ
た
市
民
、
就
業
者
、
観

光
客
な
ど
の
命
を
守
る
最
後
の
砦
と
し
て
設
置
す
る
。

問　

残
す
建
物
は
ど
の
程
度
決
ま
っ
た
の
か
。

答　

賛
否
両
論
の
意
見
が
あ
り
、
遺
族
や
地
域
の
皆
様
の
心

に
配
慮
し
た
判
断
が
必
要
で
、
結
論
を
出
せ
ず
に
い
る
。

今
後
は
「
震
災
伝
承
研
究
会
」
の
提
言
も
踏
ま
え
、
選
定

と
手
法
を
検
討
す
る
。

問　

長
く
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
も
、
時
間
を
か
け
て

答　

ま
ち
づ
く
り
で
早
い
判
断
が
必
要
な
も
の
も
あ
る
。
施

設
の
一
部
を
保
存
す
る
こ
と
も
検
討
す
る
。
過
去
の
事
例

や
専
門
家
の
意
見
も
参
考
に
し
て
検
討
す
る
。

一般質問

・
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

・
震
災
復
興
基
本
計
画
に
つ
い
て

・
後
世
に
伝
え
る
震
災
に
つ
い
て
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庄
司　

慈
明　
議
員

阿
部　

純
孝　
議
員

問　

政
策
決
定
過
程
は
。

答　

石
巻
駅
前
が
市
立
病
院
の
建
設
予
定
地
と
し
て
決
定
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
交
通
渋
滞
を
は
じ
め
、
今
後
の
道
路

網
の
整
備
や
、
公
共
施
設
等
の
効
率
的
な
配
置
な
ど
、
石

巻
駅
周
辺
地
域
の
整
備
方
針
を
検
討
す
る
。

問　

東
日
本
大
震
災
発
生
後
、
①
桃
生
総
合
支
所
に
お
け
る

飲
酒
事
件
に
つ
い
て
、
②
臨
時
職
員
の
贈
収
賄
事
件
に
つ

い
て
、
③
災
害
廃
棄
物
処
理
業
務
委
託
等
に
関
す
る
業
務

と
告
発
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
不
適
切
な
行
政
執
行
に
つ
い

て
、
首
長
と
し
て
の
責
任
の
所
在
を
伺
う
。

答　

一
連
の
不
祥
事
に
対
し
て
、
再
発
防
止
に
努
め
る
と
と

も
に
復
興
に
向
け
て
全
身
全
霊
で
当
た
る
こ
と
こ
そ
私
の

身
の
処
し
方
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問　

関
係
職
員
は
処
分
す
る
も
、
自
身
の
身
の
律
し
方
は
如

何
に
。
ま
た
、「
一
連
の
不
祥
事
の
責
任
の
所
在
に
つ
い

て
後
刻
、
対
応
す
る
」
と
先
の
本
会
議
答
弁
と
一
貫
性
が

問
わ
れ
る
が
如
何
か
。

答　

す
で
に
減
給
な
ど
で
対
応
し
て
い
る
。

※
減
給
は
大
震
災
に
よ
る
独
自
削
減
に
よ
る
も
の
。

一般質問

問　

市
立
病
院
を
失
っ
た
現
在
の
医
療
情
勢
は
？

答　

病
床
（
入
院
ベ
ッ
ト
）
不
足
は
慢
性
化
し
、
日
赤
の
病

床
稼
働
率
は
１
０
０
％
と
な
っ
て
い
る
。
患
者
・
家
族
の

負
担
を
考
え
る
と
き
、
新
病
院
建
設
は
、
緊
急
を
要
す
る

課
題
で
あ
る
。

問　

新
病
院
の
地
域
医
療
に
お
け
る
役
割
は
？

答　

ま
ず
初
期
及
び
高
度
医
療
体
制
と
、　

次
救
急
体
制
を

1.5

確
立
す
る
。
ま
た
、
医
学
的
に
は
退
院
が
可
能
で
も
在
宅

療
養
に
不
安
や
困
難
を
抱
え
る
方
や
リ
ハ
ビ
リ
が
必
要
な

方
を
受
け
入
れ
る
亜
急
性
期
病
棟
を
新
病
院
は
準
備
す
る
。

　
　

さ
ら
に
、
在
宅
医
療
を
飛
躍
的
に
強
化
し
、
緩
和
ケ
ア

に
も
力
を
入
れ
る
。
こ
れ
ら
の
役
割
は
、
市
民
が
こ
の
石

巻
市
に
安
心
し
て
住
め
る
条
件
づ
く
り
と
理
解
し
て
い
る
。

問　

急
性
期
医
療
は
日
赤
で
、
そ
の
後
は
新
石
巻
市
立
病
院

で
、
と
い
う
切
れ
目
の
な
い
医
療
の
展
開
か
？

答　

そ
の
通
り
で
、
シ
ー
ム
レ
ス
な
環
境
を
考
え
て
い
る
。

問　

医
療
だ
け
で
な
く
、
切
れ
目
の
な
い
健
康
・
医
療
・
介

護
（
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
）
の
確
立
が
必
要
で
は
？

答　

そ
の
役
割
を
新
病
院
が
果
た
す
こ
と
も
重
要
と
考
え
て

い
る
。

・
市
立
病
院
再
建
・
再
生
の
た
め
に

〜
市
民
の
命
と
健
康
を
守
る
立
場
か
ら
〜

・
石
巻
駅
周
辺
地
域
土
地
利
用
構
想
及
び　

交
通
改
善
方
策
（
案
）
に
つ
い
て

・
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

《石巻市議会事務局》

〒986－8501　石巻市穀町14番１号
ＴＥＬ（９５）１１１１（代表）
ＦＡＸ（９６）２２７４
メールassesc@city.ishinomaki.lg.jp

ご
意
見
拝
聴

〜「
市
民
の 
聲 
」〜

こ
え

　

議
会
運
営
に
つ
い
て
皆
様

の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

　

石
巻
市
議
会
で
は
、
市
民
福
祉

の
向
上
を
目
指
し
、
開
か
れ
た
議

会
運
営
に
努
め
て
お
り
、
開
か
れ

た
議
会
を
推
進
し
、
市
民
の
負
託

に
応
え
る
た
め
「
市
民
の
聲
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

提
案
や
意
見
は
、
議
場
傍
聴
席

に
設
置
し
て
い
る
提
案
箱
へ
の
投

函
、
郵
送
、
電
話
、
フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
、
電
子
メ
ー
ル
等
に
よ
り
随
時

受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。
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災害廃棄物処理業務委託等に関する調査特別委員会（100条委員会）が
調査終了、記録提出拒否により告発へ
【調査趣旨】
　本年４月に発行された一部週刊誌や新聞報道において、本市内に住所を有する一般社団法人石巻災害復

興支援協議会の会長が代表を務める建設会社が、日本財団から同協議会に無償提供された重機車両を自社

の廃棄物処理業務に使い、また、その際、ボランティアの活動記録写真を加工して使いまわすなど、建設

会社との間で取り交わした災害廃棄物処理業務委託契約等において、不正な請求があったのではないかと

する記事が掲載されました。そのため、市議会におきましても、本件について事実を確認するため、東日

本大震災復興促進特別委員会を開催し、実態解明に努めてきたところでありますが、これまでの調査では、

市当局からの明解な説明や十分な資料の提供がなされず、また、個人情報保護や情報公開規定などの制約

により、既設の委員会での所管事務調査では、これ以上の実態解明が難しい状況にありました。

　行政事務の監視・チェック機関である市議会としましても、

この問題について事実を徹底的に究明し、明確な説明責任を果

たす義務があると考え、建設会社、および、一般社団法人石巻

災害復興支援協議会との間で業務契約を行った災害廃棄物処理

業務委託等について、更に事実関係を明らかにするため、地方

自治法第100条の規定による災害廃棄物処理業務委託等に関す

る調査特別委員会を平成24年５月31日、平成24年第３回臨時

会において設置し、災害廃棄物処理業務委託及び石巻災害復興

支援協議会の入浴支援業務委託、ボランティア調整管理業務委

託に関する事項等について調査したものであります。

　以上が、調査結果と市に対する改善要望でありますが、今回の調査過程において、建設会社の代表

取締役が記録提出請求を拒否したことから、地方自治法第100条第10項の規定に基づき、石巻市議会

は建設会社の代表取締役を告発しております。

▲災害廃棄物処理業務委託等に関する
調査特別委員会の様子　　　　　

【調査結果と市に対する改善要望】
　調査特別委員会の設置以後、14回の委員会を開催し調査した結果、建設会社の災害廃棄物処理業務委託

契約の履行に関しては、建設会社の代表取締役より記録提出請求を拒否され、また、証人として出頭した

際、宣誓拒絶により証言が得られなかったことから、完了写真の使い回しや日本財団から無償貸与された

車両を当該業務に使用するなど不正請求の疑惑を解明するには至らなかった。

　しかし、今回の調査で、建設会社の代表取締役が石巻災害復興支援協議会会長として、ボランティアと

連携した災害廃棄物処理業務を実施することを市が承諾したことによって、当該建設会社は担当ブロック

を超えた市内全域でのボランティアとの連携を含めた災害廃棄物処理業務が許され、業務完了から約３か

月経過した、任意様式の作業員名のない日報や不備な完了写真による業務完了報告書が出来高検査におい

て黙認され、またおよそ５千万円に上る委託業務が受付されてから審査請求まで１日で処理されるなど、

市当局の当該業者に対する特別な配慮があったのではないかと懸念を抱く場面が散見された。

　週刊誌や新聞報道で報じられ、社会問題化した建設会社の不正請求の疑惑について、本来であれば、市

として緊急に真相究明し、適正な対応を取るべき必要性が高かったのに対し、市長はじめ担当部は議会か

らの告発すべきなどの指摘を受け入れるどころか、震災後の混乱を理由に既成事実の肯定に奔走するだけ

であった。担当部以外の幹部職員による調査機関を設置するなど、真相を明らかにしようとする姿勢が必

要だったのではないだろうか。市当局は、今回の大震災の混乱

により生じたさまざまな事例を教訓に地震や津波など大震災に

よる混乱時における緊急業務の発注、業者への指示の徹底など

各分野の仕組みづくりについて、また、市内外への各分野の業

界団体との災害協定の締結の推進について調査・検討するよう

要望する。

　さらに、市の地域防災計画に位置付けられている災害ボラン

ティアセンターにおける行政と社会福祉協議会の一体的な取り

組みや、県と市、社会福祉協議会が結んだ覚書にあるそれぞれ

の責務について再確認されるよう要望する。 ▲本会議で調査報告する丹野清副委員長
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総合防災対策特別委員会
　８月27日、総合防災対策特別委員会を開催し、

『女川原子力発電所の被害状況の概要と安全性向上

に向けた取り組みについて』東北電力株式会社など

から説明を受けました。

　説明では、震災により外部電源５回線のうち４回

線が停止し、２号機の補機冷却系非常用発電機が浸

水により１系統が故障した。今後の対策として、今

回の震災以上の津波を想定した３メートルの防潮堤

を建設したことや、福島第一原発事故を踏まえ、水

素爆発を防ぐベント装置を設置するなど、更に対策

を進めるなどの説明がなされました。 ▲総合防災対策特別委員会の様子

まちなか再生促進特別委員会
　８月22日、まちなか再生促進特別委員会を開催し、

『中心市街地再生に向けての現状と今後について』

石巻商工会議所との意見交換会を行いました。

　その中で、石巻まちなか再生特区が認定されたこ

とに関連して、中心部の付加価値を高め、採算に見

合う投資が進むような対策を望む意見や、街中の定

住人口を増やす方策として、災害公営住宅に着目す

る意見などが出されました。

　その他、街中の人口動態調査の必要性や喫緊の課

題として、立町通りのアーケードの存続問題などに

ついて意見が交わされました。 ▲石巻商工会議所との意見交換会の様子

東日本大震災復興促進特別委員会
　８月７日、東日本大震災復興促進特別委員会が開

催され、『石巻市震災復興基本計画 重点プロジェク

トの状況等について』話し合われました。

　その中で、市からは未来の伝承プロジェクトの中

に盛り込まれた津波襲来を後世に伝えるための震災

記録展示施設整備事業について、国立の震災博物館

の整備を国に要望しているなどの説明がありました。

　このほか、南浜町地区に市や県が国に要望してい

る「国営祈念公園」に関しては、今年度中に基本構想、

基本計画をまとめ、平成26年度までに実施設計を行

うなどの説明がありました。 ▲東日本大震災復興促進特別委員会の様子

特別委員会活動報告
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多くの皆様の傍聴をお待ちしております。詳細日時については、議会事務局へお問い合わせください。

※詳細が決定次第、議会ホームページにも掲載いたします。

　総務企画委員会　

愛知県岡崎市

・防災体制の整備について

大阪府堺市

・情報公開について

兵庫県西宮市

・行財政改善の取り組みについて

　保健福祉委員会　

岡山県倉敷市

・介護保険いきいきポイント制度について

・介護手当について

・高齢者年金の支給について

広島県尾道市

・公立みつぎ総合病院における地域包括ケアシ

ステムについて

香川県高松市　

・公立保育所の民営化について

・こども園運営課の設置について

　環境教育委員会　

愛知県刈谷市

・「環境都市アクションプラン～低炭素社会を

めざして～」について

三重県鈴鹿市

・鈴鹿市しあわせ環境基本計画について

兵庫県芦屋市

・防災教育について

　産業建設委員会　

熊本県宇城市

・高潮災害からの復興について

・水田の除塩（熊本方式）について

福岡県糸島市

・企業誘致について

・マリーナ整備について

常常常常常常常常常常任任任任任任任任任任委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員会会会会会会会会会会行行行行行行行行行行政政政政政政政政政政視視視視視視視視視視察察察察察察察察察察報報報報報報報報報報告告告告告告告告告告会会会会会会会会会会をををををををををを開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催ししししししししししまままままままままますすすすすすすすすす常任委員会行政視察報告会を開催します

お 知 ら せ
　昨年３月11日に発生した東日本大

震災により、本庁舎６階にありました

議会棟は天井等が崩落し、現在使用不

可能な状態となっております。本会議

や委員会の開催にあたっては、当面の

間、本庁舎５階の市民活動ルームを仮

議場等として開催しております。

　また、これまで実

施しておりました議

会中継についても、

カメラ等の放送設備

が破損したため、現

在は、中継の実施が

不可能な状態にあり

ますので御了承くだ

さい。

　本会議や委員会は、どなたでも自由に傍聴する

ことができます。市議会議員の活動、市政を知る

ために、ぜひ傍聴してみませんか？

　本会議の一般傍聴席の定員は40席、委員会は

10席です。

　会議当日、傍聴受付で住所、氏名を記入し、傍

聴券の交付を受けてください。

　傍聴券は先着順で交付いたします。　

議会を
傍聴してみませんか？

※次回の定例会は１２月です。

　詳細日程は、議会事務局へお問い合わせください。
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議会トピック

　９月28日、広報広聴委員会では石巻を考える女

性の会(会長三浦ひかる氏)の皆さんと、「いしのま

きの復興をひとづくりの面から考える」と題した

意見交換会を開催し、防災対策や震災直後の地域

課題などについて話し合いました。

　10月１日、石巻市と気仙沼市の両市議会は石巻

市役所において、震災復興の主要課題である住ま

いの再建とまちづくり、産業再生について意見交

換会を開催しました。

　また、今後、市域を超えた議会連携を図り、国

や県に要望していくことを確認しました。

石巻を考える女性の会の皆さん
との意見交換会を実施

気仙沼市議会議員の皆さんとの
意見交換会を実施

▲気仙沼市議会議員との意見交換会▲石巻を考える女性の会との意見交換会

Ｑ　

会
期
っ
て
な
に
？

Ａ　

議
会
が
会
議
を
行
う
期
間
（
開
会
日
か
ら
閉
会
日
ま
で
）
の
こ
と
で
、

本
会
議
開
会
後
に
議
決
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

Ｑ　

委
員
長
報
告
っ
て
な
に
？

Ａ　

本
会
議
で
の
採
決
の
前
に
、
付
託
さ
れ
た
案
件
に
対
す
る
委
員
会
で

の
審
査
内
容
及
び
結
果
を
、
主
な
質
疑
項
目
・
討
論
内
容
・
採
決
結
果

の
形
に
ま
と
め
、
委
員
長
が
報
告
す
る
も
の
で
す
。

石
巻
市
議
会
豆
知
識

？？？

　石巻市議会では、市民の皆様に開かれた議会をめざし、

市内で事業活動を行う団体や市民グループ（10名以上）の

皆様と積極的に懇談会や意見交換会を実施していきます。

　市政や議会運営、市の重要な事項に関して、皆様の貴

重なご意見やご提言を直接お聞かせください。

①団体名（代表者名）
②参加人数
③懇談のテーマ（1～2項目）
④希望日時 をお知らせください。

※詳細については議会事務局

　（�0225－95－1111（内線5964））まで

ご連絡ください。

「「「「「「「「「「「「市市市市市市市市市市市市民民民民民民民民民民民民のののののののののののの皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆様様様様様様様様様様様様にににににににににににに開開開開開開開開開開開開かかかかかかかかかかかかれれれれれれれれれれれれたたたたたたたたたたたた議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会」」」」」」」」」」」」「市民の皆様に開かれた議会」ををををををををををををを
めめめめめめめめめめめめざざざざざざざざざざざざししししししししししししまままままままままままますすすすすすすすすすすす！！！！！！！！！！！！めざします！
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市総人口：152,250人【男：73,766人 / 女：78,484人 / 世帯数：58,809世帯（平成24年９月30日現在）】DATA

８月
２日　市議会第４回臨時会
６日　災害廃棄物処理業務委託等に関する調査特別委員会
７日　東日本大震災復興促進特別委員会
２０日　災害廃棄物処理業務委託等に関する調査特別委員会
２２日　まちなか再生促進特別委員会
２７日　総合防災対策特別委員会
２８日　災害廃棄物処理業務委託等に関する調査特別委員会
２９日　全員協議会、 議会運営委員会

９月
３日　議会運営委員会、広報広聴委員会
６日　市議会第３回定例会開会（～26日まで）
　　　本会議（提案理由説明）
７日　本会議（決算、条例案、予算案審議）
１０日　総務企画委員会（現地調査）
１１日　総務企画委員会（書面審査）
　　　環境教育委員会（現地調査）
１２日　環境教育委員会（書面審査）
　　　保健福祉委員会（現地調査）
１３日　保健福祉委員会（書面審査）
　　　産業建設委員会（現地調査）
１４日　産業建設委員会（書面審査）
１８日　議会運営委員会、広報広聴委員会
　　　災害廃棄物処理業務委託等に関する調査特別委員会
２０日　本会議（一般質問）

２１日　本会議（一般質問）
２４日　本会議（一般質問）
２５日　本会議（一般質問）、議会運営委員会
２６日　本会議（委員長報告、追加議案審議）、閉会
　　　保健福祉委員会
２８日　石巻を考える女性の会と意見交換会

10月
１日　気仙沼市議会との意見交換会
　　　保健福祉委員会
４日　東日本大震災復興促進特別員会
５日　２市１町特別職管理職研修会
１４日　市議会第５回臨時会
１５日　保健福祉委員会行政視察（～18日まで）
１６日　総務企画委員会行政視察（～19日まで）
　　　環境教育委員会行政視察（～19日まで）
１７日　産業建設委員会行政視察（～19日まで）
２９日　総合防災対策特別委員会
　　　宮城県市議会議長会秋季定期総会（角田市）

11月
６日　全国市議会議長会特定第三種漁港協議会（東京都）
８日　宮城県議会議員・市町村議会議員合同セミ

ナー（仙台市）
１３日　全国市議会議長会基地対策連絡協議会東北

部会総会（仙台市）

議会の動き

　震災から１年９か月が過ぎました。被災され
た皆様方におかれましては、今もなお、御苦労
を強いられていることと思います。
　石巻市議会といたしましても、被災された皆
様方の心が癒され、一日も早い生活再建、そし
て石巻市の復興・再生を願い、鋭意努力してい
るところであります。
　本格的な復興や再生には、まだまだ課題、難
題が山積しておりますが、この震災を新たなま
ちづくりのチャンスと捉え、今後とも取り組ん
で参りたいと思います。
　市議会といたしましても、開かれた議会を目
指し、多くの市民の方々や団体の皆様の御意見
を伺って参りたいと考えております。また、
「いしのまき市議会だより」もわかりやすい紙
面づくりを心がけながら、議会での出来事や議
会活動をお知らせしたいと考えております。
　ぜひ、今後とも皆様の忌憚のない御意見をお
寄せいただければと存じます。　

広報広聴委員会副委員長　�橋　栄一

編 集 後 記
表紙から

　北村保育所で、10月９日、恒例となった秋の「芋

ほり」が行われました。所庭内の菜園には、子供た

ちが春に植えたお芋のつたが大きく育ち、みんなで

力を合わせながら、大小さまざまなお芋をほりあげ

ました。中には顔の大きさほどもある芋をほりあげ

子供たちもびっくり。最後には、カゴいっぱいの収

穫となり、大満足の一日でした。

▲「いもほり体操」で準備もＯＫ


